
このたびは、パナソニック製品を
お買い上げいただき、まことにありがとう
ございます。
この施工説明書を必ずお読みいただき、
説明に沿って正しく施工してください。
特に「安全上のご注意」（2～ 6ページ）は、
事前に必ずお読みいただき、
安全に施工してください。
この施工説明書は、大切に保管して
ください。
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安全上のご注意
人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

警告

据付工事

据え付けは、専門業者に依頼し、高圧ガス

保安法および施工説明書に準じる

据付工事に不備があると、異常振動等

の不具合により、感電・火災の恐れが

あります。

据え付けは、質量に十分耐えるところに確実

に行う

基礎に不備があると、転倒・落下の事

故により、けが・感電・火災の恐れが

あります。

据付工事は、必ず付属部品および指定の部品

を使用する

指定部品を使用しない場合、機器の故

障や火災の原因になります。

必ずお守りください



3

安全上のご注意 必ずお守りください

屋外に据え付けしない

雨水がかかると漏電による感電の恐れ

があります。

水のかかる場所に据え付けしない

水のかかる場所や湿気の多い所に据え

付けると漏電による感電の恐れがあり

ます。

電気工事

必ず専用回路を使用し、漏電遮断器を

設置する

電気工事に不備があると漏電し、感電、

火災の恐れがあります。

●〈電気工事に関する技術基準〉、〈内

線規程〉および施工説明書に準じて電

気工事を行ってください。

電気配線は、指定のケーブルを使用し、

固定する

指定のケーブルを使用していなかった

り、接続や固定が不完全な場合、電気

抵抗が大きくなり、異常発熱・火災の

恐れがあります。

●指定のケーブルを使用し、配線固定

を確実に行ってください。

アース工事を行う

アース工事がされていないと漏電によ

る感電の恐れがあります。

●電気工事業者によるD種接地工事を

確実に行ってください。

電装箱のカバーおよび外装パネルは、

確実に取り付ける

取り付けが不完全な場合は、内部に水

や生き物が入り、漏電して火災・感電

の恐れがあります。

●確実に取り付けられていることを確

認してください。
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安全上のご注意 必ずお守りください

使用上のご注意

安全装置の設定値を変更しない

設定値を変更したまま使用すると安全

停止しないで、破裂、発火の恐れがあ

ります。

●安全装置の設定値は、変更しないで

ください。万一変更した場合は、電源

スイッチ、および、漏電遮断器を切り、

販売店にご相談ください。

漏電遮断器が作動したら、専門業者に連絡する

無理に電源復帰を行うと、漏電により、

火災・感電の恐れがあります。

水などが電装箱内部に入ったら、電源

スイッチを切り、漏電遮断器をOFFする

そのまま使用するとショートして、火

災・感電の恐れがあります。

●電気部品に直接水をかけたり、水洗

いをしないでください。

修理

分解、修理は、専門業者に依頼する

分解、修理に不備があると異常動作に

より、けがや、火災・感電の恐れがあ

ります。

●分解、修理は、専門業者に依頼して

ください。

改造は、絶対に行わないでください。

修理用交換部品は、指定部品を使用する

指定部品を使用しないと安全停止しな

いで、破裂、発火の恐れがあります。

●販売店にご相談ください。

異常運転を発見したとき、分解、修理を行う

ときは、電源スイッチを切り、漏電遮断器を

OFFする

異常のまま運転を継続したり、電源を

切らずに分解、修理を行うと、漏電や

ショートして、火災・感電の恐れがあ

ります。

移動・移設

移動、移設のときは、専門業者に依頼する

移動、移設工事に不備があると、異常

振動等の不具合により、感電・火災の

恐れがあります。
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安全上のご注意 必ずお守りください

注意

据付工事

可燃性ガスの漏れる恐れがある場所に

設置しない

可燃性ガスが漏れて周囲に溜まるとス

イッチの火花などで引火し、火災の恐

れがあります。

電気工事

電気配線は、配管断熱材の中を通さない

配管と一緒にすると露付きによる漏電、

過熱による火災の恐れがあります。

必ず指定容量の漏電遮断器を設置する

指定容量のものでないと適切な安全停

止をせず、感電、火災の恐れがあります。
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安全上のご注意 必ずお守りください

使用上のご注意

濡れた手で電気部品に触れない

漏れた手でスイッチ操作をすると感電

し、けがの恐れがあります。

可燃性スプレーは、近くで使用しない、

可燃物は、近くに置かない

スイッチの火花などで引火し、火災の

恐れがあします。

点検整備は、電源スイッチを切り、漏電

遮断器をOFFして行う

通電したまま点検すると感電、はさま

れ、発熱によりけが、火傷の恐れがあ

ります。

漏電遮断器は、定期的に動作確認する

故障したまま使用すると安全停止をせ

ず、感電、火災の恐れがあります。

据え付け台は定期点検する

長期使用で傷んでいるとユニットが落

下、転倒し、はさまれてケガの恐れが

あります。

ユニットに乗らない

上に乗ったり、ものを載せると、振動

により、転倒、落下してけがの恐れが

あります。
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本製品は以下に示すコンデンシングユニット、クーリングコイルとの組み合せを考慮し、電気回路図が構成されています。

それ以外の組み合せは配線接続等が異なる場合がありますのでご注意ください。

１．コンデンシングユニット　　《SL》機種は省略。また、機種名は '18 年 2 月現在の製品です。

（１）全密閉アウトドア

① OCU-NR80F ～ NR300F、OCU-NR201LF

（２）スクロールシングル（およびロータリー）

① OCU-NS300FS ～ NS1000FS　　　　　　　② LCU-NS31P ～ NS101P

③ OCU-NS601VFS、　OCU-NS802VFS、　OCU-HS1000VFS、　LCU-NS82VP、　LCU-HS150VP

④ OCU-HS400VFS ～ HS600VFS

（３）インバーターマルチ（および 12.5HP、15HP シングルインバーター）

① OCU-GS1251VF、　OCU-GS1501MVF、　OCU-GS2002MVF、　OCU-GS2503MVF、　OCU-HS1501VFA

OCU-HS2001MVFA、　OCU-HS2501MVFA

LCU-NS151MVP、　LCU-GS201MVP、　LCU-GS251MVP、　LCU-HS200MVP、　LCU-HS250MVP

② OCU-GS3001MVF ～ GS4002MVF  　OCU-HS3001MVFA ～ HS4002MVF

LCU-GS301MVP ～ GS401MVP　　　　　LCU-HS300MVP ～ HS400MVP

（４）半密閉シングル

① OCU-NL200F ～ NL2001F

② LCU-NL40P ～ NL70P、LCU-NL100P-T、LCU-NL150P-T

③ LCU-NL20W-T2 ～ NL150W-T

２．クーリングコイル

（１）V シリーズ （機種により、システムコントローラの内部配線の変更が必要です ･･･39 ～ 40 ページ参照）

（２）M シリーズ （機種により、システムコントローラの内部配線の変更が必要です ･･･39 ～ 40 ページ参照）

（３）D シリーズ

（４）T シリーズ （機種により、クーリングコイルの内部配線の変更が必要です ･･･41 ページ参照）

（５）B シリーズ （機種により、システムコントローラの内部配線の変更が必要です ･･･42 ～ 45 ページ参照）
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ブザー停止及びリセット方法

ブザー音量調節方法

警報ブザーについて

屋外形冷凍機の場合

屋内形冷凍機の場合
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電気エ事は、電気設備に関する省令（経済産業省令）および、所轄電カ会社の内線規程に従うほか、

以下の内容にそって電気工事士の有資格者が行ってください。
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組合せ回路図（４桁の数字がガイド No を（　）内の数字は記載ページを示します。）

コンデンシングユニット 霜取方式 オフサイクル ヒーター
タイプ 品番　　　　　　　　　　　　　コントローラ SDT-13S1 SDT-23S1 SDT-23S2 SDT-43S1 ※

全密閉アウトドア OCU-NR80F ～ NR300F, NR201LF 1690(21) 1691(24) 1692 1693

スクロールシングル
（およびロータリー）

OCU-NS300FS ～ NS1000FS 2045 2046(25) 2047(30) 2048(33)
LCU-NS31P ～ NS101P 2049 2050(26) 2051 2052(34)

OCU-NS601VFS, NS802VFS, OCU-HS1000VFS
LCU-NS82VP, LCU-HS150VP
OCU-HR400VFS ～ HS600VFS

0243 0244 0245 ―

インバーター
マルチ

 および 12.5HP, 15HP
 シングルインバーター

OCU-GS1251VF
OCU-GS1501MVF, GS2002MVF
OCU-GS2503MVF
OCU-HS1501VFA
OCU-HS2001MVFA, OCU-HS2501MVFA
LCU-NS151MVP
LCU-GS201MVP ～ GS251MVP
LCU-HS200MVP, HS250MVP

2104 2105(27) 2106(31) ―

OCU-GS3001MVF ～ GS4002MVF
OCU-HS3001MVFA ～ HS4002MVF
LCU-GS301MVP ～ GS401MVP
LCU-HS300MVP ～ HS400MVP

2119 2120 2121(32) ―

半密閉シングル
OCU-NL200F ～ NL2001F 1706(22)  1707(28) 1708  1709(35)
LCU-NL40P ～ NL70P, NL100P-T, NL150P-T
LCU-NL20W-T2 ～ NL150W-T

1714(23) 1715(29) 1716 1717(36)

（注）１．※印の欄は冷凍機２台の場合
２．コンデンシングユニット機種名は '18 年 2 月現在の製品です
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運転時の調整と確認②

温度調節器について

（1）各部の名称・機能

（2）設定・運転

コントローラの型式により下表の設定値が出荷時設定されています。変更の必要な項目を下記に示す方法で設定してくだ

さい（変更の必要がなければ下記操作は不要です）。なお本温度調節器には設定値平行移動機能がありますので、庫内温度

設定値を変更する場合でも切値のみの変更で済みます。

① 　　キーを押して設定ポジションバーの位置を『設定切』にあわせ設定または確認をします。

② 　　キーを押して設定ポジションバーの位置を『設定入』にあわせ設定または確認をします。

③ 以下『高温警報温度』→『低温警報遅延時間』までの設定・確認をします。

④ 再度、『設定切』→『低温警報遅延時間』までの設定値の再確認を行い、  　　キーを押して現在温度表示に戻します。

　　　キーを押すことにより、設定値が記憶されます。

※異常高温警報は簡易火災警報として使用できますが、正式な火災警報ではありませんので、 ご注意ください。

設定項目 SDT-13S1

SDT-　　

　 23S1 

23S2 

43S1

備　考

庫内 切 5℃ -22℃

温度 入 9℃ -18℃

高温 温度 16℃ -11℃ 入値 +7℃に設定

警報 遅延 60 分 60 分

低温 温度 4℃ -23℃ 切値ｰ 1℃に設定

警報 遅延 30 分 30 分

異常高温警報
室温 55℃以上

5 秒経過後発報
固定値

No 名称 機能

①  デジタル表示部
現在温度、及び各種設定中は設定値を表示します。
警報発生した場合は、上部に発生時からの経過時間が点滅し
ます。

②  設定ポジションバー 各モードが選択された時に点灯します。

③     　キー
現在温度表示中にこのキーを押すと、デジタル表示が点滅・
設定ポジションバーが点灯して、設定モードになります。
設定中にこのキーを押すと、選択することができます。

④ 　　 キー 設定中にこのキーを押すと、設定値が上がります。

⑤ 　　 キー 設定中にこのキーを押すと、設定値が下がります。

⑥ 　　 キー
設定・確認終了後にこのキーを押すと、メモリーに設定
値を記憶して現在温度表示に戻ります。警報出力中に
このキーを約２秒間押すと警報が解除されます。

⑦  出力表示 LED 制御出力ＯＮ時点灯します。

⑧  警報出力表示 LED 高温、低温、異常高温の各警報発報時点灯します。

⑨  カバー固定ネジ このネジを緩め、カバーを開くと、端子盤が見えます。
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〈利用目的〉

〈業務委託の場合〉

A1016-21018
Printed in Japan 80264179387002

施工説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で施
工されたことにより事故や損害が生じたときには、当社では責任を負えま
せん。また、その施工が原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外と
なります。


